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　審美領域におけるインプラント治療では、隣在歯との調和をはかり、左右対称性・適切な歯頸ライン・歯肉の豊隆・歯間
乳頭の高さなどにおいて、健全な天然歯に見られるような自然美を再現することは容易ではない。すなわち天然歯とインプ
ラント、相反する生物学的背景を持ち合わす両者が一口腔内の中で機能的・審美的に調和を果たすためには ”Pink Esthetics”
への着目が重要となる。本来、口元における審美性は歯冠部の色調や形態つまりWhite Esthetics によって例えられがちであ
るが、歯肉の適正な枠組み、すなわち Pink Esthetics の確立によって初めて審美的要件が満たされることとなる。Pink Es-
thetics の実現には 1.Parallelism, 2.Symmetry, 3.Papilla, 4. Curvature（Zenith）, 5.Color & Texture. これらの要素の確立が重
要とされる。また審美領域の治療の成功には、多くのマテリアルから個々のケースにあった適正なものを選択するのは勿論
のことだが、的確な診断に基づき、数多くの治療戦略の中から患者の失われた機能、審美の回復およびその治療結果の永続
性が最も獲得出来るものを選択することが大切である。また、得られた審美的結果を長期的に維持安定するためには、清掃
性の良い補綴物の形態の付与、あるいは理想的な位置へのインプラントの埋入が必要となる。さらに上顎前歯部は、解剖学
的に唇側歯槽骨が薄く、抜歯による歯槽堤の吸収が大きいため多くの症例において適切な位置への埋入が困難となり、硬・
軟組織の増大が必要となる。しかしそれらは硬組織の再生量や軟組織の退縮、歯間乳頭の喪失など、予測通りの治療結果と
ならないことも多く、時には術者の意に反して不可逆的なダメージを受けることも考えられる。
　今回、“Pink Esthetics”をテーマに、外科的難易度・手法の異なった症例を長期的観点から検証する
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